契約について

典型契約とは
　商法その他の法律に規定が置かれた契約や、法律に規定がなくても内容が慣行上決まっている契約のような典型性を持っている契約

典型契約規定の役割についてこれまでの学説　
　当事者が締結した契約の内容に曖昧なところがあれば、典型契約の規定で契約の中身を明確にすることができる

　しかし

典型契約規定は基本的に任意規定であるため、当事者がそれと違った取り決めをすると意味がなくなってしまう。


典型契約規定の意義

考え方①
　実際上の意味はあまりなく、消費者契約のように当事者の交渉力の不均衡などのために契約自由の原則が実質的に機能しないところではじめて反強行法としての意味がある。
考え方②
[bookmark: _GoBack]　典型契約規定は契約自由の前で無意味になるものではなくて、むしろ契約自由を支援するもの。
